
司
馬
遼
太
郎
の「
坂
の
上
の
雲
」

が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
3
年
間
に
わ
た
り

全
3
部
13
回
と
い
う
大
型
企
画
で

ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
昨
年
末
に
第
1

部
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
回
は
関
連
書
を
紹
介
し
ま
す
。

関
川
夏
央
『
「
坂
の
上
の
雲
」

と
日
本
人
』。
日
露
戦
争
で
勇
名

を
は
せ
た
秋
山
好
古
・
真
之
兄
弟

と
俳
句
・
短
歌
の
革
新
者
で
あ
る

正
岡
子
規
を
軸
に
、
明
治
日
本
の

「
青
春
」を
描
い
た「
坂
の
上
の
雲
」。

こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
の
が
1

9
6
8
〜
7
2
年
で
あ
る
点
に
着

目
し
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
解
き
明
か
し
ま
す
。
斬

新
な
視
点
と
平
易
な
語
り
口
で
司

馬
文
学
の
核
心
に
迫
る
評
論
で
す
。

成
田
龍
一
『
司
馬
遼
太
郎
の
幕

末
・
明
治
　

|　
「
竜
馬
が
ゆ
く
」
と

「
坂
の
上
の
雲
」を
読
む
　

|
　

』。

「
国
民
作
家
」
司
馬
遼
太
郎
作
品

の
中
で
も
特
に
人
気
の
高
い
「
竜

馬
が
ゆ
く
」
と
「
坂
の
上
の
雲
」

を
、
作
品
全
体
を
通
し
て
丹
念
に

読
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
２
作
品

で
司
馬
が
書
い
た
、
あ
る
い
は
書

か
な
か
っ
た
幕
末
・
明
治
を
、
小

説
の
対
象
と
な
っ
た
時
代
・
小
説

が
書
か
れ
た
時
代
・
そ
し
て
わ
れ

わ
れ
が
読
ん
で
い
る
今
現
在
＝

「
三
つ
の
時
間
軸
」
で
読
む
、
初

め
て
の
試
み
で
す
。
「
い
っ
た
い

に
、
司
馬
の
よ
う
な
歴
史
小
説
家

の
作
品
は
、
て
い
ね
い
に
分
析
的

に
読
ま
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

司
馬
の
歴
史
小
説
を
、
一
つ
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
読
ん
で
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
」
（
本
文
か
ら
）

文
藝
春
秋
編
『
文
藝
春
秋
に
み

る「
坂
の
上
の
雲
」と
そ
の
時
代
』。

司
馬
遼
太
郎
、
伊
藤
正
徳
、
吉
村

昭
、
島
田
謹
二
…
…
第
一
級
の
歴

史
エ
ッ
セ
ー
か
ら
当
事
者
の
生
々

し
い
証
言
（
「
実
戦
中
心
の
日
露

海
戦
勇
士
の
話
の
会
」な
ど
）、
人

物
論
や
逸
話
集
ま
で
、
文
藝
春
秋

誌
上
を
飾
っ
た
記
事
で
読
む
日
露

戦
争
と
明
治
日
本
。
本
書
は
「
坂

の
上
の
雲
」
の
副
読
本
と
し
て
興

味
深
く
読
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

日
露
戦
争
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

も
っ
と
理
解
を
深
め
る
史
料
集
と

し
て
も
有
益
で
す
。

「
坂
の
上
の
雲
」を
読
む

カケス（カラス科）
がっちりとしたくちばし。青い雨
おおい羽で黒い尾。翼と腰に白の
マーク。「ジャーッ、ジェー」と
いうしわがれ声で鳴く。

2

※　　が休館日です

火～金曜日……………10：00～19：00
土・日曜日、祝・休…10：00～17：00

開館時間

 日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28

No.81

読
書
の
小
径

こ
み
ち

図
書
館
だ
よ
り

広報とき　2010.1.15
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●
シ
イ
タ
ケ
教
室

・
日
時　

2
月
7
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
雨
天
実
施
）

・
内
容　

ほ
だ
木
に
シ
イ
タ
ケ
菌
を
打
ち
、

育
て
方
を
学
ぶ
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
。
ま
た
、
当
日

は
金
づ
ち
と
軍
手
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ほ
だ
木
は
一
家
族
1
本
で
す
。

●
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

・
日
時　

2
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

・
内
容　

遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら

　
　
　
　

厳
冬
の
野
鳥
観
察

※
参
加
は
自
由

★
陶
史
の
森
の
催
し
は
、
お
一
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
低
学
年
児
童
は
、
親
子
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 陶

史
の
森　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　
☎
○59　
5
1
4
4

陶
史
の
森
は
、
動
植
物
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
山
野
草
や
ミ

ズ
ゴ
ケ
な
ど
を
絶
対
に
採
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
陶
史
の
森
お
よ

び
せ
せ
ら
ぎ
公
園
へ
の
ペ
ッ
ト
連
れ
で
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

催
し
物
だ
よ
り

催
し
物
だ
よ
り

催
し
物
だ
よ
り

お　
願　
い
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